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備　　考 辞書は必ず購入すること。授業には必ず教科書を持参すること（不携帯は減点の対象になります）。

関連科目

教　科　書 『老師好！-王先生との出会い-』（守屋宏則、陳浩、梁月軍著、郁文堂）

参　考　書 辞書：『はじめての中国語学習辞典』（相原茂編著、朝日出版社）

授業評価・理解度
副担当教員

・本文：「私姓高木、叫高木麻美」
・練習問題

第十課
・要点：動作の回数、動詞“打算”、助動詞
“想”、疑問詞
・本文：「想和老師一起去中国」

第三課
・要点：動詞述語文、指示代名詞、疑問詞、
接続詞“和”
・本文：「これは私の中国語の教科書です」

第十課
第十一課

・練習問題
・要点：方向補語、反復疑問文、兼語文、
副詞

高橋　正和:TAKAHASHI Masakazu

発音（７） ・声調変化、r化、軽声、声調の組み合わせ

中間まとめ

発音（５）
・複母音（２）
・鼻母音（１）

最終回に授業評価アンケートを行う。

・本文：「我也想進去看看」
・練習問題

まとめ ・前期のまとめ ・全体のまとめ、授業評価アンケート
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項　　　　目 内　　　　　　容

第三課
第四課

・練習問題
・要点：量詞

第六課

・練習問題
・要点：時間を表す表現と練習

発音（４）

第二課

自学自習の内容 ・内容定着のため、テキストの基礎練習、リスニング練習と練習プリントを課す。

第八課
第九課

・練習問題
・要点：比較、程度補語、選択疑問文、
“差不多”、自然現象（存現文）

第一課
第二課

第十一課

第一課
・要点：人称代名詞、“是”、“不”、疑問
文、連体修飾の“的”
・本文：「こんにちは」
・練習問題
・要点：動詞、疑問詞、形容詞述語文、主
述述　　　　語文、副詞

まとめ

・子音（２）
・複母音（１）

第六課
・時間表現の練習
・要点：連動文・完了の“了”、持続時間

発音（３） ・子音（１）
第五課
第六課

第八課
・要点：動詞“喜”、部分否定、経験の表
現、離合詞、動詞の重ね型
・本文：「我喜歓日本菜」

・本文：「北京的冬天比東京冷」
・練習問題

・中間まとめとして試験を実施する。 中間まとめ ・中間まとめとして試験を実施する。

第九課

・時間表現の練習
・本文：「現在十二点半了」

発音（１） ・声調・単母音（１）
第四課
第五課

・練習問題
・要点：年月日、曜日とヒアリング練習

発音（２）
・単母音（２）
・子音＋単母音

第五課
・年月日、曜日の練習
・要点：語気助詞“了”、“多”、語気助詞
・本文：「我的生日是十月二号」
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ＪＡＢＥＥ基準１（１）  

発音（６） ・鼻母音（２）

内　　　　　　容

概説
・「中国語」を学ぶとはどういうことかを説
明する。

第四課
・要点：“有”、疑問文２種、“都”
・本文：「我家有三口人」

項　　　　目

授
業
概
要

中国語を学ぶには、まず中国語を読むのに必要な中国語の基本である「ピンイン（中国語独特のローマ字表記）」をマスターする所から始めなけ
ればならない。「ピンイン」を読めない事には中国語学習は始まらない。その後、初級の文法事項を学び、簡単な会話が交わせるようにトレーニン
グを重ねていく。言葉の学習に必要な「読む」「聞く」「話す」「書く」の４つの要素が身に付くように指導していく。
初めて学ぶ言葉なので、最初が肝心である。１つ１つの音を学ぶ単純な繰り返しを辛抱強く、真剣にやらないとうまくクリアできないので、まずは
自分自身のやる気と根気が必須である。週に一度、授業中にやるだけではなかなかマスターできないので、家庭学習も重視していく。積極的な
姿勢で受講して欲しい。

到　達　目　標 評　価　方　法

第六課
第七課

・練習問題
・要点：指示代名詞、“在”、介詞、“有時
候”　　・本文：「我家在東京」

（１）ピンインをスムーズに読めるようになること。
（２）初級の文法事項を理解すること。
（３）ヒアリング力をつけ、簡単な会話が交わせるようになること。
（４）中国社会やそこで生活する人々に対する理解を深め、日本や日本人
のものの見方との違いを知ること。

①前期定期考査（中間＋期末）：４０％
②後期定期考査（中間＋期末）：４０％
③自学自習による課題：２０％

学習・教育目標 (G)②

教　員　名 野村　和代:NOMURA Kazuyo

学年

4B
科　　　　　　目　　　　　　名

中国語　Chinese

学修単位

2 100分×30回 選択 通年・講義 ○

科目区分 授業形態単位 授業時間


